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日本語発話の鼻音性の定量的評価-ナゾメータを用いて一
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発話における鼻吾性の程度を定量的に評錨する方法の 1つとして，ナゾメータによる検査法がある。本研究

では，青年期の中国地方の方言話者(10- 27名〉における E本語単音部と短文発音時の鼻吾化率〈平均

Nasalance値)について，それぞれの乎均および標準偏差を求めた。その結果，母畜の平均 Nasalance護法，イ

が最も高く，アが続き，オが常に抵かった。エはイより低く，ウは一定しなかった。また，調音に高い口腔内

圧を必要とする子音 (p，t， k， s， ts等の破裂音，厚擦音，破擦音)を多く含む文の平均 Nasalance植は，そうでな

Lミ文より抵かった。さらに 発話の鼻音化率は 女性が男性より高く 中園地方方言話者の方が関西方言話者

より高かった。以上の 検索結果を元に 青年期を対象とする日本語発話の鼻音性評語法試案を作成した。

円

iワ白。，山


